
40 歳未満

農地利用集積率

集落営農組織数

＜施策の

○ 多様
という
� 松本地区新規就農促進連絡会を開催し

て、情報交換を行い
� 青年就農給付金受給者など、地域の担い手農業者に対して

向け
○ 担

に水田
� 農地中間管理機構を活用した担い手への農地の利用集積を支援しました。（
� プラン

の取組み
� 県営ほ場整備事業により、安曇野市烏川地域で水田区画整理を実施しました。（

○ 担
活かした
育成
� 集落営農組織の法人化に向けた現状整理と、地域営農の発展的再編

○ 農産加工施設
� 農産加工に取

つながる活動を

＜今後の
� 担い手への農地の利用集積・集約化に向けてモデル３地区を設定して重点的に
� 認定農業者の確保や集落営農組織の育成・法人化の推進等地域営農の仕組み
� 持続的な営農に向けて里親研修中に里親農家及び研修生を月１回定期巡回し経営計画の作成

を支援

果樹・

畑地かんがい

遊休農地解消面積

六次産業化法
の認定数

＜施策の

○ 「
産地呼称管理制度

重点戦略１：

重点戦

（７）松本地域

目標指標

歳未満の新規就農者数

農地利用集積率 

集落営農組織数 

の取組状況

多様な就農希望者
という。）を核

松本地区新規就農促進連絡会を開催し
て、情報交換を行い
青年就農給付金受給者など、地域の担い手農業者に対して
向けて支援しました。

担い手経営体
水田の区画整理
農地中間管理機構を活用した担い手への農地の利用集積を支援しました。（
プラン支援チーム
の取組みを支援
県営ほ場整備事業により、安曇野市烏川地域で水田区画整理を実施しました。（

担い手経営体
かした営農の
成するとともに
集落営農組織の法人化に向けた現状整理と、地域営農の発展的再編
等の取組みを支援しました。

農産加工施設
農産加工に取
つながる活動を

の展開方向
担い手への農地の利用集積・集約化に向けてモデル３地区を設定して重点的に
認定農業者の確保や集落営農組織の育成・法人化の推進等地域営農の仕組み
持続的な営農に向けて里親研修中に里親農家及び研修生を月１回定期巡回し経営計画の作成
を支援 

目標指標

・野菜品評会上位入賞者数

かんがい施設

遊休農地解消面積

六次産業化法に基
認定数 

の取組状況

「おいしい信州
産地呼称管理制度

重点戦略１：ベストミックスによる持続的な農業生産体制の構築

重点戦略２：おいしい農畜産物の産地づくり

（７）松本地域

目標指標 

新規就農者数（単年度

取組状況＞ 

就農希望者の円滑
核に関係機関

松本地区新規就農促進連絡会を開催し
て、情報交換を行い就農希望者の円滑な就農
青年就農給付金受給者など、地域の担い手農業者に対して

しました。（50
経営体への農地利用集積
区画整理を実施 

農地中間管理機構を活用した担い手への農地の利用集積を支援しました。（
支援チームにより

支援しました。
県営ほ場整備事業により、安曇野市烏川地域で水田区画整理を実施しました。（

経営体、高齢農業者
の仕組み作りを

するとともに農用地利用改善団体等
集落営農組織の法人化に向けた現状整理と、地域営農の発展的再編
等の取組みを支援しました。

農産加工施設の安定経営
農産加工に取り組む女性農業者
つながる活動を支援しました。

展開方向＞ 
担い手への農地の利用集積・集約化に向けてモデル３地区を設定して重点的に
認定農業者の確保や集落営農組織の育成・法人化の推進等地域営農の仕組み
持続的な営農に向けて里親研修中に里親農家及び研修生を月１回定期巡回し経営計画の作成

目標指標 

野菜品評会上位入賞者数

施設の更新面積

遊休農地解消面積（単年度）

基づく総合化事業計画

取組状況＞ 

信州ふーど（
産地呼称管理制度への取組

ベストミックスによる持続的な農業生産体制の構築

おいしい農畜産物の産地づくり

（７）松本地域 ～Made in

単年度） 

円滑な就農を図
・団体の支援策

松本地区新規就農促進連絡会を開催し
就農希望者の円滑な就農

青年就農給付金受給者など、地域の担い手農業者に対して
50人延べ 66 回

農地利用集積を進

農地中間管理機構を活用した担い手への農地の利用集積を支援しました。（
により、地域農業のあり方を明確にしたプランの見直しに向けた市村・ＪＡ

しました。（延べ 35 回）
県営ほ場整備事業により、安曇野市烏川地域で水田区画整理を実施しました。（

高齢農業者、地域住民等
りを進めるため

農用地利用改善団体等
集落営農組織の法人化に向けた現状整理と、地域営農の発展的再編
等の取組みを支援しました。（延べ 10

安定経営を目指す女性農業者
組む女性農業者を対象に講座を開催し、経営改善に

しました。（6回）

担い手への農地の利用集積・集約化に向けてモデル３地区を設定して重点的に
認定農業者の確保や集落営農組織の育成・法人化の推進等地域営農の仕組み
持続的な営農に向けて里親研修中に里親農家及び研修生を月１回定期巡回し経営計画の作成

野菜品評会上位入賞者数（単年度）

更新面積 

） 

総合化事業計画

（風土）」の高品質化
取組を支援 

ベストミックスによる持続的な農業生産体制の構築

おいしい農畜産物の産地づくり

Made in 信州まつもと～

H22 

基準年 

30 人

40％

52 組織

図るため、松本地区新規就農
支援策を効果的

松本地区新規就農促進連絡会を開催し、関係機関・団体の
就農希望者の円滑な就農を支援

青年就農給付金受給者など、地域の担い手農業者に対して
66 回） 
進めるため、

農地中間管理機構を活用した担い手への農地の利用集積を支援しました。（
農業のあり方を明確にしたプランの見直しに向けた市村・ＪＡ

回） 
県営ほ場整備事業により、安曇野市烏川地域で水田区画整理を実施しました。（

地域住民等のそれぞれの
めるため、地域農業

農用地利用改善団体等の活動を
集落営農組織の法人化に向けた現状整理と、地域営農の発展的再編

10 回） 
女性農業者の

を対象に講座を開催し、経営改善に
回） 

担い手への農地の利用集積・集約化に向けてモデル３地区を設定して重点的に
認定農業者の確保や集落営農組織の育成・法人化の推進等地域営農の仕組み
持続的な営農に向けて里親研修中に里親農家及び研修生を月１回定期巡回し経営計画の作成

H22 

基準年 

） 3 人

1,031ha

97ha

0 件

高品質化を図

ベストミックスによる持続的な農業生産体制の構築

おいしい農畜産物の産地づくり

まつもと～ つながる食と農

計画 

人 40

％ 43

組織 55 組織

松本地区新規就農
効果的に活用した

関係機関・団体の連携による担い手育成対策等につい
支援しました。

青年就農給付金受給者など、地域の担い手農業者に対して毎月

、人・農地プラン

農地中間管理機構を活用した担い手への農地の利用集積を支援しました。（
農業のあり方を明確にしたプランの見直しに向けた市村・ＪＡ

県営ほ場整備事業により、安曇野市烏川地域で水田区画整理を実施しました。（
それぞれの持ち

地域農業リーダーを
を支援 

集落営農組織の法人化に向けた現状整理と、地域営農の発展的再編

の活動を支援
を対象に講座を開催し、経営改善に

担い手への農地の利用集積・集約化に向けてモデル３地区を設定して重点的に
認定農業者の確保や集落営農組織の育成・法人化の推進等地域営農の仕組み
持続的な営農に向けて里親研修中に里親農家及び研修生を月１回定期巡回し経営計画の作成

 計画 

人 4

1,031ha 1,244

97ha 50ha

件 16

図るため、技術講習会

ベストミックスによる持続的な農業生産体制の構築

おいしい農畜産物の産地づくり

つながる食と農

H26 

 実績

40 人 43

43％ 

組織 60 

松本地区新規就農促進連絡会
した支援の実施
連携による担い手育成対策等につい

しました。（3回） 
毎月巡回を実施し、

プラン作成・実行

農地中間管理機構を活用した担い手への農地の利用集積を支援しました。（
農業のあり方を明確にしたプランの見直しに向けた市村・ＪＡ

県営ほ場整備事業により、安曇野市烏川地域で水田区画整理を実施しました。（
味を 

リーダーを 

集落営農組織の法人化に向けた現状整理と、地域営農の発展的再編 

 
を対象に講座を開催し、経営改善に 

【新規就農者激励会】

担い手への農地の利用集積・集約化に向けてモデル３地区を設定して重点的に
認定農業者の確保や集落営農組織の育成・法人化の推進等地域営農の仕組み
持続的な営農に向けて里親研修中に里親農家及び研修生を月１回定期巡回し経営計画の作成

H26 

 実績

4 人 

1,244ha 1,228

50ha 

 件 16

技術講習会を開催

ベストミックスによる持続的な農業生産体制の構築

つながる食と農-美しいふるさとへ

目標年実績 

43 人 

44％ 

 組織 

連絡会（以下
実施 

連携による担い手育成対策等につい

巡回を実施し、持続的な営農に

実行への支援

農地中間管理機構を活用した担い手への農地の利用集積を支援しました。（40ha） 
農業のあり方を明確にしたプランの見直しに向けた市村・ＪＡ

県営ほ場整備事業により、安曇野市烏川地域で水田区画整理を実施しました。（28.7ha

【新規就農者激励会】

担い手への農地の利用集積・集約化に向けてモデル３地区を設定して重点的に支援 
認定農業者の確保や集落営農組織の育成・法人化の推進等地域営農の仕組み作りを支援
持続的な営農に向けて里親研修中に里親農家及び研修生を月１回定期巡回し経営計画の作成

目標年実績 

4 人 

1,228ha 1,260ha

74ha 

16 件 

開催するとともに

ベストミックスによる持続的な農業生産体制の構築 

美しいふるさとへ

H29 

目標年 

40 人 

45％ 

60 組織 

以下｢連絡会｣

連携による担い手育成対策等につい

持続的な営農に

支援ととも

農業のあり方を明確にしたプランの見直しに向けた市村・ＪＡ

ha） 

【新規就農者激励会】 

を支援 
持続的な営農に向けて里親研修中に里親農家及び研修生を月１回定期巡回し経営計画の作成

H29 

目標年 

4 人 

1,260ha 

50ha 

16 件 

するとともに原

美しいふるさとへ
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� 果樹
で高単収の生産を進め

� 果樹経営支援対策事業を活用し、優良品種の
○ 低

� りんご新わい化栽培を推進するため
○ 高品質野菜

� レタス根腐病
○ 農産物

基盤
� 県営畑地帯

業用施設の
○ 「

の
� 松本地域

交付金等を
○ ６

との
� ６次産業化を志向する農業者等の

（
                              

＜今後の
� 耕作放棄地再生利用緊急対策交付金等を効率的に活用しながら、耕作放棄地の再生を推進する

とともに、地域特産物の生産を拡大
� ６次産業化を志向する農業者等の総合化事業計画の策定支援や総合化事業計画の実現に向け

た取組みを支援
� 夏秋いちご産地育成のため

支援

信州の

面積 

環境保全型農業直接支援対策対象面積

ＧＡＰ

＜施策の

○ 地域全体
業直接支援対策及
� 農産物直売組織やＪＡ生産部会等によるエコファーマーや信州の環境にやさしい農産物認証

の集団取得、再認定を
� 信州の環境にやさしい農産物認証への取組みを拡大するため、農家

設置しました。（
○ 衛生管理

援 
� 農産物直売組織やＪＡ生産部会等へ生産者ＧＡＰ

した。
○ 安全

� 安全・安心な畜産物生産を図るため衛生的飼養管理への支援
（
エンザ等の
（

○ 健康
� 良質堆肥の生産を支援するため、

（

重点戦

果樹や野菜の主要作物を中心に
で高単収の生産を進め
果樹経営支援対策事業を活用し、優良品種の

低コスト化・
りんご新わい化栽培を推進するため

高品質野菜の
レタス根腐病

農産物の高品質化
基盤の計画的な

県営畑地帯総合土地改良事業、県営かんがい排水事業等により
業用施設の更新整備

「おいしい信州
の活用を支援
松本地域耕作放棄地対策協議会が核となり、耕作放棄地再生利用
交付金等を活用し

６次産業化を
との情報交換の

６次産業化を志向する農業者等の
（3件）するとともに、

                              

の展開方向
耕作放棄地再生利用緊急対策交付金等を効率的に活用しながら、耕作放棄地の再生を推進する
とともに、地域特産物の生産を拡大
６次産業化を志向する農業者等の総合化事業計画の策定支援や総合化事業計画の実現に向け
た取組みを支援
夏秋いちご産地育成のため
支援 

目標指標

の環境にやさしい

 

環境保全型農業直接支援対策対象面積

ＧＡＰ取組団体数割合

の取組状況

地域全体で環境負荷
業直接支援対策及

農産物直売組織やＪＡ生産部会等によるエコファーマーや信州の環境にやさしい農産物認証
の集団取得、再認定を
信州の環境にやさしい農産物認証への取組みを拡大するため、農家
設置しました。（

衛生管理を始
 
農産物直売組織やＪＡ生産部会等へ生産者ＧＡＰ
した。（4回）

安全・安心な
安全・安心な畜産物生産を図るため衛生的飼養管理への支援
（166 戸）を実施するとともに、
エンザ等の防疫体制
（研修会等 4

健康な土づくりを
良質堆肥の生産を支援するため、
（延べ 2回）及び改善指導

                                                    

重点戦略３：環境に配慮した農業、安全・安心な農業の推進

野菜の主要作物を中心に
で高単収の生産を進めるため
果樹経営支援対策事業を活用し、優良品種の

・省力化を進
りんご新わい化栽培を推進するため

の生産を図るため
レタス根腐病の発生状況を関係団体に周知するため

高品質化、生産
な維持・更新
総合土地改良事業、県営かんがい排水事業等により
更新整備を実施
信州ふーど（

支援 
耕作放棄地対策協議会が核となり、耕作放棄地再生利用

活用し、耕作放棄地の再生活用を進め
を進めるため
の場を設置し

６次産業化を志向する農業者等の
するとともに、計画に基づく取組みを支援しました。

                              

展開方向＞ 
耕作放棄地再生利用緊急対策交付金等を効率的に活用しながら、耕作放棄地の再生を推進する
とともに、地域特産物の生産を拡大
６次産業化を志向する農業者等の総合化事業計画の策定支援や総合化事業計画の実現に向け
た取組みを支援 
夏秋いちご産地育成のため

目標指標 

にやさしい農産物認証取組

環境保全型農業直接支援対策対象面積

取組団体数割合 

取組状況＞ 

環境負荷の軽減
業直接支援対策及びエコファーマーへの

農産物直売組織やＪＡ生産部会等によるエコファーマーや信州の環境にやさしい農産物認証
の集団取得、再認定を支援
信州の環境にやさしい農産物認証への取組みを拡大するため、農家
設置しました。（2箇所）

始めとしたリスク

農産物直売組織やＪＡ生産部会等へ生産者ＧＡＰ
） 

な畜産物の提供
安全・安心な畜産物生産を図るため衛生的飼養管理への支援

を実施するとともに、
防疫体制を強化するため研修会
4回） 

づくりを進めるため
良質堆肥の生産を支援するため、

回）及び改善指導
                                                    

環境に配慮した農業、安全・安心な農業の推進

野菜の主要作物を中心に、有機物の施用による土づくりや基本技術
るため、技術講習会を開催

果樹経営支援対策事業を活用し、優良品種の
進めるため、

りんご新わい化栽培を推進するため、
るため、レタス

の発生状況を関係団体に周知するため
生産の効率化を
更新を推進 

総合土地改良事業、県営かんがい排水事業等により
を実施しました。

（風土）」などの

耕作放棄地対策協議会が核となり、耕作放棄地再生利用
耕作放棄地の再生活用を進め

めるため、農業者と
し連携活動を

６次産業化を志向する農業者等の、総合化事業計画の策定を支援
計画に基づく取組みを支援しました。

                              

耕作放棄地再生利用緊急対策交付金等を効率的に活用しながら、耕作放棄地の再生を推進する
とともに、地域特産物の生産を拡大 
６次産業化を志向する農業者等の総合化事業計画の策定支援や総合化事業計画の実現に向け

夏秋いちご産地育成のため、産地全体の栽培管理技術の底上げや新規就農者の

農産物認証取組

環境保全型農業直接支援対策対象面積 

軽減を図るため
びエコファーマーへの

農産物直売組織やＪＡ生産部会等によるエコファーマーや信州の環境にやさしい農産物認証
支援しました。

信州の環境にやさしい農産物認証への取組みを拡大するため、農家
箇所） 

めとしたリスク管理を

農産物直売組織やＪＡ生産部会等へ生産者ＧＡＰ

提供を図るため
安全・安心な畜産物生産を図るため衛生的飼養管理への支援

を実施するとともに、口蹄疫や高病原性鳥インフル
を強化するため研修会

めるため、耕畜連携
良質堆肥の生産を支援するため、堆肥センター

回）及び改善指導を実施しました。
                                                    

環境に配慮した農業、安全・安心な農業の推進

有機物の施用による土づくりや基本技術
技術講習会を開催

果樹経営支援対策事業を活用し、優良品種の改植等
、りんご新わい
、松本市今井

レタス根腐病等
の発生状況を関係団体に周知するため

を図るため、

総合土地改良事業、県営かんがい排水事業等により
しました。（72ha） 

などの導入を図

耕作放棄地対策協議会が核となり、耕作放棄地再生利用
耕作放棄地の再生活用を進め

と地域の食品産業等他産業
を支援 
総合化事業計画の策定を支援

計画に基づく取組みを支援しました。
                              

耕作放棄地再生利用緊急対策交付金等を効率的に活用しながら、耕作放棄地の再生を推進する
 

６次産業化を志向する農業者等の総合化事業計画の策定支援や総合化事業計画の実現に向け

、産地全体の栽培管理技術の底上げや新規就農者の

H22 

基準年 

399ha

 0ha

20％

るため、信州の
びエコファーマーへの取組を支援

農産物直売組織やＪＡ生産部会等によるエコファーマーや信州の環境にやさしい農産物認証
しました。（2団体延べ

信州の環境にやさしい農産物認証への取組みを拡大するため、農家

を推進するため

農産物直売組織やＪＡ生産部会等へ生産者ＧＡＰ

るため、家畜防疫体制
安全・安心な畜産物生産を図るため衛生的飼養管理への支援

口蹄疫や高病原性鳥インフル
を強化するため研修会等を開催しました。

耕畜連携を推進
堆肥センターへの
しました。（延べ

                                                    

環境に配慮した農業、安全・安心な農業の推進

有機物の施用による土づくりや基本技術
技術講習会を開催しました。（

改植等を推進しました。
わい化栽培や

松本市今井等に展示ほを
根腐病等の連作障害対策

の発生状況を関係団体に周知するため実態調査を実施
、畑地かんがい

総合土地改良事業、県営かんがい排水事業等により

図るため、遊休農地

耕作放棄地対策協議会が核となり、耕作放棄地再生利用
耕作放棄地の再生活用を進めました。（111

食品産業等他産業

総合化事業計画の策定を支援
計画に基づく取組みを支援しました。

                              

耕作放棄地再生利用緊急対策交付金等を効率的に活用しながら、耕作放棄地の再生を推進する

６次産業化を志向する農業者等の総合化事業計画の策定支援や総合化事業計画の実現に向け

、産地全体の栽培管理技術の底上げや新規就農者の

 計画 

399ha 453

0ha 80ha

％ 33

の環境にやさしい
支援   

農産物直売組織やＪＡ生産部会等によるエコファーマーや信州の環境にやさしい農産物認証
団体延べ 5回） 

信州の環境にやさしい農産物認証への取組みを拡大するため、農家

するため、より高

農産物直売組織やＪＡ生産部会等へ生産者ＧＡＰに則ったリスク管理等の研修会を開催しま

家畜防疫体制を強化
安全・安心な畜産物生産を図るため衛生的飼養管理への支援

口蹄疫や高病原性鳥インフル
を開催しました。

推進 
への現地調査

延べ 2回  ） 
                                                     

環境に配慮した農業、安全・安心な農業の推進

有機物の施用による土づくりや基本技術
（果樹 12 回、野菜
しました。（39

省力機械・施設
展示ほを設置しました。

連作障害対策を支援 
実態調査を実施しました。

かんがい施設や用排水路

総合土地改良事業、県営かんがい排水事業等により、朝日村に

遊休農地 

耕作放棄地対策協議会が核となり、耕作放棄地再生利用 
111ha） 

食品産業等他産業 

総合化事業計画の策定を支援 
計画に基づく取組みを支援しました。（1件） 

                                 【りんごわい化高密植栽培】

耕作放棄地再生利用緊急対策交付金等を効率的に活用しながら、耕作放棄地の再生を推進する

６次産業化を志向する農業者等の総合化事業計画の策定支援や総合化事業計画の実現に向け

、産地全体の栽培管理技術の底上げや新規就農者の

H26 

 実績

53ha 454

0ha 

33％ 

にやさしい農産物認証

農産物直売組織やＪＡ生産部会等によるエコファーマーや信州の環境にやさしい農産物認証

信州の環境にやさしい農産物認証への取組みを拡大するため、農家が取組める技術の実証ほを

高いレベルのＧＡＰ

に則ったリスク管理等の研修会を開催しま

強化 
 

口蹄疫や高病原性鳥インフル 
を開催しました。 

 
  
    【レタス農産物認証

環境に配慮した農業、安全・安心な農業の推進 

有機物の施用による土づくりや基本技術の励行により
、野菜 20 回）
39ha） 

施設の導入を
しました。（4箇所

 
しました。（3回）

用排水路など農業生産

朝日村において老朽化した農

【りんごわい化高密植栽培】

耕作放棄地再生利用緊急対策交付金等を効率的に活用しながら、耕作放棄地の再生を推進する

６次産業化を志向する農業者等の総合化事業計画の策定支援や総合化事業計画の実現に向け

、産地全体の栽培管理技術の底上げや新規就農者の経営能力

目標年実績 

454ha 

69ha 

29％ 

農産物認証、環境保全型農

農産物直売組織やＪＡ生産部会等によるエコファーマーや信州の環境にやさしい農産物認証

が取組める技術の実証ほを

ＧＡＰへの取組

に則ったリスク管理等の研修会を開催しま

【レタス農産物認証

により高品質
） 

を支援 
箇所） 

回） 
農業生産

老朽化した農

【りんごわい化高密植栽培】

耕作放棄地再生利用緊急対策交付金等を効率的に活用しながら、耕作放棄地の再生を推進する

６次産業化を志向する農業者等の総合化事業計画の策定支援や総合化事業計画の実現に向け

能力向上を

 

H29 

目標年 

560ha 

100ha 

48％ 

環境保全型農

農産物直売組織やＪＡ生産部会等によるエコファーマーや信州の環境にやさしい農産物認証

が取組める技術の実証ほを

取組を支

に則ったリスク管理等の研修会を開催しま

【レタス農産物認証のほ場】    

【りんごわい化高密植栽培】 
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＜今後の
� その農産物直売所にあったチェック項目の簡素化によりＧＡＰの導入を推進するとともに、Ｇ

ＡＰの取組みを進める指導員を養成
� 環境保全型農業直接支払制度の変更に伴う農業者の組織化に向けた説明会等の開催
� 信州の環境にやさしい農産物

支援
 

協議会

サイン

「信州まつもと

＜施策の
○ 地域一体

いしい
「Made
� 生産者と観光事業者

通・マーケットの
○ 消費者

係る
� 環境にやさしい農産物認証制度の認知度向上のため、松本管内の

ブログ
○ 多様

等の
� 経済動向や消費者、実需者のニーズを的確に把握し、生産に結び付けられるよう研修会等

催
○ 「
 等他産業

� 松本地域活動
支援

○ ワインの
バレー
� 管内特産のワインを広くＰＲするため、輸出向けワインのブレンド

方法やラベルの作成を支援しました。（
                               

＜今後の
� 生産者、加工業者、販売事業者が連携して新商品の開発や新たな流通・マーケットの創造を松

本地域活動協議会で支援
� 信州ワインバレー構想に向けて関係機関と連携して、新規栽培者の技術的・経営的支援を実施
� 消費者に

を実施
 

学校給食

食育ボランティア

食と農
 

重点戦

重点戦

の展開方向
その農産物直売所にあったチェック項目の簡素化によりＧＡＰの導入を推進するとともに、Ｇ
ＡＰの取組みを進める指導員を養成
環境保全型農業直接支払制度の変更に伴う農業者の組織化に向けた説明会等の開催
信州の環境にやさしい農産物
支援 

目標指標

協議会によるＰＲ

サイン利用農業経営体数

まつもと」産農畜産物新規取引件数

の取組状況
地域一体となった

いしい信州ふーど
Made in  信州まつもと
生産者と観光事業者
通・マーケットの

消費者に環境農業
る情報を発信
環境にやさしい農産物認証制度の認知度向上のため、松本管内の
ブログで紹介

多様な消費者
の開催 
経済動向や消費者、実需者のニーズを的確に把握し、生産に結び付けられるよう研修会等
催しました。

「信州まつもと
等他産業との情報交換

松本地域活動
支援しました

ワインの販売促進
バレー構想と連携

管内特産のワインを広くＰＲするため、輸出向けワインのブレンド
方法やラベルの作成を支援しました。（

                               

の展開方向
生産者、加工業者、販売事業者が連携して新商品の開発や新たな流通・マーケットの創造を松
本地域活動協議会で支援
信州ワインバレー構想に向けて関係機関と連携して、新規栽培者の技術的・経営的支援を実施
消費者に引き続き
を実施 

目標指標

学校給食における

ボランティア

農のセミナー

重点戦略４：「おいしい信州ふーど（風土）」等の共有・発信

重点戦略５：食育・地産地消の推進

展開方向＞ 
その農産物直売所にあったチェック項目の簡素化によりＧＡＰの導入を推進するとともに、Ｇ
ＡＰの取組みを進める指導員を養成
環境保全型農業直接支払制度の変更に伴う農業者の組織化に向けた説明会等の開催
信州の環境にやさしい農産物

目標指標 

ＰＲ活動数（単年度

利用農業経営体数 

産農畜産物新規取引件数

取組状況＞ 
となった農畜産物
ふーど（風土）」

まつもと」のサインの
生産者と観光事業者や販売事業者が連携し、
通・マーケットの創造を行う

環境農業をよく
発信 

環境にやさしい農産物認証制度の認知度向上のため、松本管内の
で紹介しました。（
消費者ニーズに対応

経済動向や消費者、実需者のニーズを的確に把握し、生産に結び付けられるよう研修会等
しました。（1回） 

まつもと」産農畜産物
情報交換の場

松本地域活動協議会が主体となり
しました（5回） 

販売促進による
連携した情報

管内特産のワインを広くＰＲするため、輸出向けワインのブレンド
方法やラベルの作成を支援しました。（

                               

展開方向＞ 
生産者、加工業者、販売事業者が連携して新商品の開発や新たな流通・マーケットの創造を松
本地域活動協議会で支援
信州ワインバレー構想に向けて関係機関と連携して、新規栽培者の技術的・経営的支援を実施

引き続き農畜産物の情報

目標指標 

における県産農畜産物利用率

ボランティア数 

のセミナー実施団体数

「おいしい信州ふーど（風土）」等の共有・発信

食育・地産地消の推進

その農産物直売所にあったチェック項目の簡素化によりＧＡＰの導入を推進するとともに、Ｇ
ＡＰの取組みを進める指導員を養成 
環境保全型農業直接支払制度の変更に伴う農業者の組織化に向けた説明会等の開催
信州の環境にやさしい農産物認証やエコファーマーの集団取得や再認定を関係者が連携して

単年度） 

産農畜産物新規取引件数

農畜産物の情報発信
）」松本地域活動協議会
のサインの制定等

販売事業者が連携し、
を行う事業実施

をよく理解してもらうため

環境にやさしい農産物認証制度の認知度向上のため、松本管内の
（6回） 
対応した生産

経済動向や消費者、実需者のニーズを的確に把握し、生産に結び付けられるよう研修会等

産農畜産物の活用を
場の設置を支援

協議会が主体となり、他産業と連携し

による産地活性化
情報の発信 

管内特産のワインを広くＰＲするため、輸出向けワインのブレンド
方法やラベルの作成を支援しました。（

                               

生産者、加工業者、販売事業者が連携して新商品の開発や新たな流通・マーケットの創造を松
本地域活動協議会で支援 
信州ワインバレー構想に向けて関係機関と連携して、新規栽培者の技術的・経営的支援を実施

農畜産物の情報発信を行うため、ホームページや新聞等を活用してＰＲ活動

県産農畜産物利用率 

実施団体数 

「おいしい信州ふーど（風土）」等の共有・発信

食育・地産地消の推進

その農産物直売所にあったチェック項目の簡素化によりＧＡＰの導入を推進するとともに、Ｇ
 

環境保全型農業直接支払制度の変更に伴う農業者の組織化に向けた説明会等の開催
認証やエコファーマーの集団取得や再認定を関係者が連携して

H22 

基準年 

0 回

0 経営体

産農畜産物新規取引件数 0 件

情報発信を進めるため
松本地域活動協議会（

制定等による
販売事業者が連携し、元気づくり支援金を活用して

実施者を支援しました。
してもらうため、

環境にやさしい農産物認証制度の認知度向上のため、松本管内の

生産、販売を進

経済動向や消費者、実需者のニーズを的確に把握し、生産に結び付けられるよう研修会等

を進めるため
支援 
、他産業と連携し

産地活性化を図るため

管内特産のワインを広くＰＲするため、輸出向けワインのブレンド
方法やラベルの作成を支援しました。（1件） 

                               

生産者、加工業者、販売事業者が連携して新商品の開発や新たな流通・マーケットの創造を松

信州ワインバレー構想に向けて関係機関と連携して、新規栽培者の技術的・経営的支援を実施
発信を行うため、ホームページや新聞等を活用してＰＲ活動

H22 

基準年 

 41％

1,549 人

27 団体

「おいしい信州ふーど（風土）」等の共有・発信

食育・地産地消の推進 

その農産物直売所にあったチェック項目の簡素化によりＧＡＰの導入を推進するとともに、Ｇ

環境保全型農業直接支払制度の変更に伴う農業者の組織化に向けた説明会等の開催
認証やエコファーマーの集団取得や再認定を関係者が連携して

 

 計画 

回 2

経営体 150 経営体

件 2

めるため、関係機関
（以下「協議会

によるＰＲ活動を
元気づくり支援金を活用して

しました。（12
、県ホームページ

環境にやさしい農産物認証制度の認知度向上のため、松本管内の

進めるため、

経済動向や消費者、実需者のニーズを的確に把握し、生産に結び付けられるよう研修会等

めるため、観光業、

、他産業と連携した販路の

るため、信州ワイン

管内特産のワインを広くＰＲするため、輸出向けワインのブレンド
 

                               

生産者、加工業者、販売事業者が連携して新商品の開発や新たな流通・マーケットの創造を松

信州ワインバレー構想に向けて関係機関と連携して、新規栽培者の技術的・経営的支援を実施
発信を行うため、ホームページや新聞等を活用してＰＲ活動

 計画 

％ 46

人 1,610

団体 28 団体

「おいしい信州ふーど（風土）」等の共有・発信

その農産物直売所にあったチェック項目の簡素化によりＧＡＰの導入を推進するとともに、Ｇ

環境保全型農業直接支払制度の変更に伴う農業者の組織化に向けた説明会等の開催
認証やエコファーマーの集団取得や再認定を関係者が連携して

H26 

 実績

2 回 10

経営体 87 経営体

2 件 

関係機関・団体等
協議会」という

を実施 
元気づくり支援金を活用して

12 事業） 
ホームページ等の活用

環境にやさしい農産物認証制度の認知度向上のため、松本管内の取組内容

、マーケティング

経済動向や消費者、実需者のニーズを的確に把握し、生産に結び付けられるよう研修会等

、商工業 

拡大を 

ワイン 

管内特産のワインを広くＰＲするため、輸出向けワインのブレンド 

                                    

生産者、加工業者、販売事業者が連携して新商品の開発や新たな流通・マーケットの創造を松

信州ワインバレー構想に向けて関係機関と連携して、新規栽培者の技術的・経営的支援を実施
発信を行うため、ホームページや新聞等を活用してＰＲ活動

H26 

 実績

6％ 49.5

1,610 人 1,577

団体 27

「おいしい信州ふーど（風土）」等の共有・発信 

その農産物直売所にあったチェック項目の簡素化によりＧＡＰの導入を推進するとともに、Ｇ

環境保全型農業直接支払制度の変更に伴う農業者の組織化に向けた説明会等の開催 
認証やエコファーマーの集団取得や再認定を関係者が連携して

目標年実績 

10 回 

経営体 600

3 件 

団体等で構成される
という。）の設置、

元気づくり支援金を活用して新たな商品

活用により環境農業

取組内容等をホームページ

マーケティング手法習得研修会

経済動向や消費者、実需者のニーズを的確に把握し、生産に結び付けられるよう研修会等

 

 【輸出専用ワイン

生産者、加工業者、販売事業者が連携して新商品の開発や新たな流通・マーケットの創造を松

信州ワインバレー構想に向けて関係機関と連携して、新規栽培者の技術的・経営的支援を実施
発信を行うため、ホームページや新聞等を活用してＰＲ活動

目標年実績 

49.5％ 

577 人 1,700

27 団体 

その農産物直売所にあったチェック項目の簡素化によりＧＡＰの導入を推進するとともに、Ｇ

 
認証やエコファーマーの集団取得や再認定を関係者が連携して

 

H29 

目標年 

2 回 

600 経営体 

5 件 

される「お
、 

新たな商品開発や流

環境農業に

をホームページや

手法習得研修会

経済動向や消費者、実需者のニーズを的確に把握し、生産に結び付けられるよう研修会等を開

ワイン】 

生産者、加工業者、販売事業者が連携して新商品の開発や新たな流通・マーケットの創造を松

信州ワインバレー構想に向けて関係機関と連携して、新規栽培者の技術的・経営的支援を実施 
発信を行うため、ホームページや新聞等を活用してＰＲ活動

 

H29 

目標年 

50％ 

1,700 人 

28 団体 
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＜施策の
○ 学校

� 食に対する意識の向上を図るため、小学校２校で農作業体験を
                       

○ 子
等を
� 農村生活

ました。
○ 食文化

� 消費者
とを目的
（

○ 地産地消
者、
� 農産物

ました。
         
＜今後の

� 食に対する意識の向上を図るため、りんご作業体験実習や農産加工体験講習会等の実施を支援
� 消費者が食や農に関する理解を深めるためセミナーの開催を支援

 

中山間地域

件数 

農地・

都市農村交流人口

（※は

＜施策の
○ 中山間地域

の取組
� 中山間地域

（
○ 農業

直接支払事業
獣対策
� 多面的機能支払交付金

（
� 野生鳥獣被害対策松

○ 再生可能
水利施設等
� 県営事業を活用し、

光発電施設
○ 都市農村交流人口増
 ・ツーリズムを

� 里山と農村が連携したグリーン・ツーリズムの推進を図るため、管内
の農家民宿や

＜今後の
� 多面的機能支払事業の活用により、地域で取組む農地・水・環境の保全活動を支援

� 各集落での第４期対策への移行に向けた市村の取組みを支援

� 野生鳥獣被害対策チームによる農作物被害防止対策の支援

重点戦

の取組状況
学校、保育所等
食に対する意識の向上を図るため、小学校２校で農作業体験を
                       

子どもから大人
を支援 
農村生活マイスター
ました。（16

食文化の継承
消費者が食や農に関する理解を深め、農業の応援団になっ
とを目的としたセミナー
（4回） 

地産地消を進
、農業者が本来
農産物直売所
ました。（4箇所

         
の展開方向
食に対する意識の向上を図るため、りんご作業体験実習や農産加工体験講習会等の実施を支援
消費者が食や農に関する理解を深めるためセミナーの開催を支援

目標指標

中山間地域における

 

・水保全管理支払事業取組面積

都市農村交流人口

は H25 年度実績見込

の取組状況
中山間地域における
取組を支援 
中山間地域に適した作物
（13 件） 

農業・農村の
直接支払事業の
獣対策への支援

多面的機能支払交付金
（105 組織）
野生鳥獣被害対策松

再生可能エネルギーの
水利施設等の活用

県営事業を活用し、
光発電施設の

都市農村交流人口増
・ツーリズムを

里山と農村が連携したグリーン・ツーリズムの推進を図るため、管内
の農家民宿や

の展開方向
多面的機能支払事業の活用により、地域で取組む農地・水・環境の保全活動を支援

各集落での第４期対策への移行に向けた市村の取組みを支援

野生鳥獣被害対策チームによる農作物被害防止対策の支援

重点戦略６：農村機能の維持・中山間地域の活性化

取組状況＞ 
保育所等における

食に対する意識の向上を図るため、小学校２校で農作業体験を
                       

大人まで幅広

マイスター、農村女性
16回）  

継承を図るため
食や農に関する理解を深め、農業の応援団になっ

したセミナー

進めるため、
本来の食と農

直売所において、農産物生産技術の向上などを重点的に
箇所） 

                   
展開方向＞ 

食に対する意識の向上を図るため、りんご作業体験実習や農産加工体験講習会等の実施を支援
消費者が食や農に関する理解を深めるためセミナーの開催を支援

目標指標 

における施設園芸

水保全管理支払事業取組面積

都市農村交流人口 

年度実績見込み及び今後

取組状況＞ 

における安定
 
に適した作物

の多面的機能
の活用による

支援 
多面的機能支払交付金により

組織） 
野生鳥獣被害対策松本地方部に

エネルギーの導入
活用を支援 

県営事業を活用し、波田堰地区の小水力発電施設
の整備を実施

都市農村交流人口増を図
・ツーリズムを推進し、都市住民

里山と農村が連携したグリーン・ツーリズムの推進を図るため、管内
の農家民宿や開設希望者

展開方向＞ 
多面的機能支払事業の活用により、地域で取組む農地・水・環境の保全活動を支援

各集落での第４期対策への移行に向けた市村の取組みを支援

野生鳥獣被害対策チームによる農作物被害防止対策の支援

農村機能の維持・中山間地域の活性化

における食育及び農業体験
食に対する意識の向上を図るため、小学校２校で農作業体験を
                       

幅広く地域における

農村女性ネットワーク

るため、食と農のセミナー
食や農に関する理解を深め、農業の応援団になっ

したセミナーを開催する農業者団体の活動

、農産物直売所
農の姿について

において、農産物生産技術の向上などを重点的に

         

食に対する意識の向上を図るため、りんご作業体験実習や農産加工体験講習会等の実施を支援
消費者が食や農に関する理解を深めるためセミナーの開催を支援

施設園芸への取組

水保全管理支払事業取組面積 

今後の方針を踏

安定した農業経営

に適した作物の選定及び

多面的機能を維持するため
による継続的な農業生産活動及

により、地域ぐるみで取組む

本地方部による鳥獣被害対策
導入を促進するため
  

波田堰地区の小水力発電施設
を実施しました。（

図るため、里山
都市住民に向

里山と農村が連携したグリーン・ツーリズムの推進を図るため、管内
者の個別相談等

多面的機能支払事業の活用により、地域で取組む農地・水・環境の保全活動を支援

各集落での第４期対策への移行に向けた市村の取組みを支援

野生鳥獣被害対策チームによる農作物被害防止対策の支援

農村機能の維持・中山間地域の活性化

農業体験を推進
食に対する意識の向上を図るため、小学校２校で農作業体験を
                       

における食育を

ネットワーク会員等による農産加工体験

のセミナー実施団体
食や農に関する理解を深め、農業の応援団になっ

する農業者団体の活動

直売所、地元市場等
について共有できる

において、農産物生産技術の向上などを重点的に

                        

食に対する意識の向上を図るため、りんご作業体験実習や農産加工体験講習会等の実施を支援
消費者が食や農に関する理解を深めるためセミナーの開催を支援

H22 

基準年 

8 件

1,491ha

53,896 人

踏まえ、H29 年度目標

農業経営の定着を

及び施設整備の支援

するため、農地
農業生産活動及

地域ぐるみで取組む

鳥獣被害対策
するため、小水力発電

波田堰地区の小水力発電施設
（2箇所） 
里山、田園等
向けて情報を

里山と農村が連携したグリーン・ツーリズムの推進を図るため、管内
の個別相談等を実施しました。

多面的機能支払事業の活用により、地域で取組む農地・水・環境の保全活動を支援

各集落での第４期対策への移行に向けた市村の取組みを支援

野生鳥獣被害対策チームによる農作物被害防止対策の支援

農村機能の維持・中山間地域の活性化

推進 
食に対する意識の向上を図るため、小学校２校で農作業体験を
                        

を更に推進するため

会員等による農産加工体験

実施団体の活動
食や農に関する理解を深め、農業の応援団になって

する農業者団体の活動を支援

地元市場等と連携
できる場の設置

において、農産物生産技術の向上などを重点的に

            

食に対する意識の向上を図るため、りんご作業体験実習や農産加工体験講習会等の実施を支援
消費者が食や農に関する理解を深めるためセミナーの開催を支援

 計画 

件 10

1,491ha ※2,577

人 57,700

年度目標を上回

を図るため、

施設整備の支援並びに栽培技術の指導

農地・水保全管理支払事業
農業生産活動及び野生鳥獣被害対策

地域ぐるみで取組む農地･水・環境

鳥獣被害対策への支援を
小水力発電など

波田堰地区の小水力発電施設及び朝日地区の太陽

田園等を活用したグリーン
を発信 

里山と農村が連携したグリーン・ツーリズムの推進を図るため、管内
しました。（6件

多面的機能支払事業の活用により、地域で取組む農地・水・環境の保全活動を支援

各集落での第４期対策への移行に向けた市村の取組みを支援 

野生鳥獣被害対策チームによる農作物被害防止対策の支援 

農村機能の維持・中山間地域の活性化 

食に対する意識の向上を図るため、小学校２校で農作業体験を実施しました

するため、食育

会員等による農産加工体験講習会

活動を支援 
もらうこ 
しました。 

し、消費 
を支援 

において、農産物生産技術の向上などを重点的に支援し 

             

食に対する意識の向上を図るため、りんご作業体験実習や農産加工体験講習会等の実施を支援
消費者が食や農に関する理解を深めるためセミナーの開催を支援 

H26 

 実績

10 件 13

2,577ha 5,423

57,700 人 49,523

上回る計画値を設定

、施設園芸や匠

栽培技術の指導

水保全管理支払事業・
野生鳥獣被害対策チームによる

・環境の保全活動を支援

実施しました
など農業 

朝日地区の太陽 

したグリーン 

里山と農村が連携したグリーン・ツーリズムの推進を図るため、管内 
件） 

多面的機能支払事業の活用により、地域で取組む農地・水・環境の保全活動を支援

 

実施しました。（5回）

食育ボランティア

講習会の開催

 

 【ｾﾐﾅｰでそばの播種】

食に対する意識の向上を図るため、りんご作業体験実習や農産加工体験講習会等の実施を支援

目標年実績 

13 件 

5,423 ha 2,100ha

49,523 人 61,000

設定） 

匠の技による

栽培技術の指導を実施しました。

・中山間地域等農業
チームによる

の保全活動を支援しました。

実施しました。（延べ 9回）

【小水力発電施設】

多面的機能支払事業の活用により、地域で取組む農地・水・環境の保全活動を支援 

） 

ボランティア活動

開催を支援し

でそばの播種】

食に対する意識の向上を図るため、りんご作業体験実習や農産加工体験講習会等の実施を支援 

 

H29 

目標年 

15 件 

2,100ha 

61,000 人 

による農業へ

を実施しました。

中山間地域等農業
チームによる野生鳥

しました。

回） 

【小水力発電施設】 

 

でそばの播種】 
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